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kintoneとスケジューラーを 連携 連携 して使いたい

kintoneで
こんな課題があったらGaroon！

仕事に必要な情報を一箇所にまとめたいまとめたい

全社向けの情報をしっかり届けたい届けたい

スケジュールと kintone アプリ
を連携して利用可能。案件と紐
付いた予定をレコード上で一覧
表示でき、案件の進捗が把握し
やすくなります。

ポータルに kintone アプリのリ
ンクをまとめたり、 グラフやレ
コード一覧を表示できます。仕
事に必要なアプリが見つけやす
くなります。

掲示板で全社通達を出したり、
ファイル管理でマニュアルなど
を共有できます。社員全員に必
要な情報が届きやすくなります。
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ID
PASS

詳しくはこちらから https://garoon.cybozu.co.jp/function/expand/kintone.html

スケジュール 掲示板 ファイル管理 ポータル

相乗効果が出しやすいため、
多くのユーザーがGaroonとkintoneを併用しています。

Garoonはkintoneと連携できる
サイボウズのグループウェア

Garoonをkintoneと一緒に使えば
情報共有がスムーズに

Garoonは 10名から数万名の幅広い規模で利用できる
サイボウズのグループウェア。スケジュール、施設予約、
ポータル、掲示板、ファイル管理など全社の情報共有に必
要な機能がワンパッケージで揃っています。kintoneをは
じめさまざまな製品と連携して利用可能。社内システムを
まとめる入り口として利用できます。

全社も部署も情報共有基盤をまとめて構築
Garoonはスケジュールや掲示板など全社の情報共有、kintoneは案件管理や在庫管理な
ど業務に合わせたシステムを実現できます。全社の情報共有と業務システムがシームレス
につながることでさらなる効率化が可能です。

連携機能でさらに便利に
Garoon のスケジュールは標準でkintoneと連携して利用できます。また、さまざまな使
い方が広がるプラグインがサイボウズ オフィシャルパートナーから提供されています。

ユーザー管理を一元化し管理負荷軽減
Garoonとkintoneには共通の管理画面がありユーザー管理を一元化できます。Garoon
とkintone のユーザー数を合わせる必要はなく、使いたいユーザー数のみ契約できます。

※2023年ユーザーアンケートより

クラウド版Garoonユーザーの約 62％が kintoneも導入

kintone & Garoon User Case ̶ 3
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導入の経緯

グループスケジューラーを求めてGaroonを導入、決め手はkintone連携

―株式会社ジョイゾー様の事業内容について教えてくだ
さい。
当社は2010 年設立の SIer で、2011 年の kintone

リリースを機にkintone 専業になりました。kintoneを活
用したシステム開発が主な事業です。ノーコード/ローコー
ドツールであるkintoneを使えばデータベースとフォーム
を手軽に作れるので、開発よりも要件定義、つまり問題解
決側に集中できます。お客様の課題やご要望を聞きながら
目の前で作れることを活かして、2014 年に定額対面開発
サービス「システム39」を始めました。kintoneはシス
テム開発で使うだけでなく、2011 年から社内の業務シス
テムとしても使っています。

―元々kintoneをご利用いただいていた中で、Garoon
を導入した理由を教えてください。
一番の理由はスケジューラーが必要になったからです。

スケジュール管理は元々Googleカレンダーを使っていま
した。社員数が 4～ 5 名だった頃は問題なかったのです
が、10 名くらいになると組織やチーム単位でスケジュール

を見たいという要望が出てきました。
そこで組織単位の予定を確認しやすいサイボウズ製品の

スケジュール機能を使おうと考えました。Googleカレン
ダーは個人のスケジュール管理に向いている一方、日本企
業の組織構造を意識した設計思想なのはサイボウズ製品だ
と感じます。もともとkintoneを使っていたのでユーザー
管理を一元化できるのもメリットだと感じました。

―kintoneでスケジュール管理をすることは考えなかっ
たのでしょうか？
たしかにkintoneでもプラグインを使えばできなくは

ないのですが、あくまで「できなくはない」です。月ご
とや週ごとに組織単位でスケジュール表示をしたい、施
設予約と連携させたいと考えると、そうした機能を備える
Garoonを入れるほうがメリットは大きいです。「餅は餅屋」
ということですね。

―従業員数が 10名前後だとサイボウズ Officeをご利
用いただくことも可能ですが、なぜGaroonを選ばれた

User 01

株式会社ジョイゾー 様

グループスケジューラーを求めて
Garoonを導入
ポータルで会社の情報を可視化

文書作成
Microsoft 365

雑談チャット
Slack

メール
Gmail

ファイル共有
Dropbox

タスク管理
Blacklog

財務管理

仕事チャット

案件管理など業務システム スケジュール・社内ポータル

Web会議

メール共有

社外との予定調整

ジョイゾー様の社内システムの様子
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業種

利用サービス

利用規模

株式会社ジョイゾーは、2010 年に設立し、サイボウ
ズのクラウドサービス kintoneを活用したシステム開
発支援を行うSIerです。
https://www.joyzo.co.jp/

IT
クラウド版 Garoon、kintone
25ユーザー

のでしょうか？
決め手はkintoneと連携できるところでした。Garoonに
はkintoneとの連携機能がありますし、プラグインやAPI
を使った連携もできます。人数が少なくてもGaroonを
使っていいと考えています。クラウド版 Garoonであれば
サーバーなどのハードウェアの調達が不要なので、少人数
でも導入のハードルは低いです。

―Garoonとkintone 以外で現在ご利用中の社内のシ
ステムはありますか？
業務用の社内コミュニケーションは LINE WORKS、社

内部活動の報告など雑談では Slackを使っています。
LINE WORKSは当社提供の Jobocoを使ってkintone
と連携させています。お客様との予定調整には調整アポを
使っており、Garoonのスケジュールと連携させています。
Microsoft 365 は Apps for businessを契約してお

り、Officeソフトの利用がメインです。メールはGmailを

使っていますが、お客様とのやりとりはkintoneのゲスト
スペースを使うことが多く、メールも個人アドレスではなく
グループアドレスを作ってメールワイズを使ってやりとりをし
ています。従業員数が少ないので IDaaSを使わなくても
複数のSaaSのユーザー管理がまだできています。

―複数のシステムを入れるとライセンス料がかさみます
が、コスト面ではどのようにお考えですか？
一つのものでまかなえるのに越したことはありません

が、自分の考え方としては「餅は餅屋」です。我々は
kintone 専業 SIer だからこそkintoneの得意も苦手も分
かっています。そのため kintoneをメインの業務システム
としながら、スケジュール管理は特化したGaroonを使お
う、販売管理やタスク管理はそれぞれ専門ツールを入れよ
うという風に、kintoneを核にしながら別のサービスも使
い、連携できるところはデータ連携させる方針です。複数
のシステムを使っても二重投資ではないと考えています。

導入の効果

スケジュール確認が手軽に、kintone×ポータル連携で会社の情報を可視化

―Garoonはどのような業務に使われていますか？
主に社員のスケジュール管理、ポータルの運用、社内の

掲示で使っています。 スケジュールのグループ週表示では
チームの予定をまとめて確認できます。共有予定機能を使
えば参加者と別に共有先を設定でき、お互いの予定をさら
に確認しやすくなります。出欠確認機能も便利ですね。

―スケジュールはどのようにkintoneと連携させていま
すか？
Garoonのスケジュールとkintoneの案件管理アプリを

紐づけて、スケジュールに案件情報を表示できるようにし
ています。スケジュールでお客様の情報を把握できますし、

1クリックで紐づいたレコードを開けるので詳細もすぐに確
認できます。紐づけには、サイボウズが提供する無償の
kintoneプラグイン「Garoon スケジュール連携」を使っ
ています。「試用環境URL」など kintoneのレコードに記
載されたURLのリンクが Garoonのスケジュール上で有
効になるのはJavaScriptカスタマイズによるものです。

―他にkintoneと連携している機能はありますか？
Garoonポータルとkintoneを連携させています。たと

えば kintoneアプリに貯めている案件情報やライセンス情
報をkintoneプラグインkrewでダッシュボード化し、表
示しています。「試算表」ポータルにはkintoneを介して

https://www.joyzo.co.jp/?utm_source=WP&utm_medium=doc&utm_campaign=grkincases
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会計システム freeeの情報を表示しています。Garoonを
入り口に会社の数字が可視化されていますし、Garoonを
覗きに行けば必要な情報を拾えます。

―kintoneでも社内ポータルの運用は可能ですが、な
ぜGaroonで作られているのですか？
Garoonだとスケジュールや掲示板、リンク集などの

パーツ（ポートレット）が準備されているので設定が手軽
だからです。パーツ単位でアクセス権をかけて表示させる
かどうかを設定できるのも便利です。
カスタマイズなしで複数作成できるのもいいですね。当

社でも用途にあわせて複数作成しています。日々見ている
「ポータル」には、Garoonのスケジュールや掲示板の情
報、kintoneアプリの情報、kintoneやメールワイズの通
知、お客様との予定調整で使う調整アポのリンクをまとめ
ています。

―kintone のトップページは一切使っていないのです
か？
いえ、kintoneのポータル（トップページ）はkintone

だけのトップページとして使っています。全社ポータルとし
てGaroonがあり、その下の階層にkintoneポータルが
あるイメージです。カスタマイズを入れることで複数のタブ
を用意したり、標準のレイアウトを変更したりできるように
しています。

―他に利用しているGaroonの機能はありますか？
ポータルと同様に標準機能の範囲内でも便利なのが掲

示板です。kintoneでもやろうと思えばできますが、閲覧
状況確認や掲示期間の指定が標準機能として搭載されて
いるのはGaroonの強みですね。

ポータル

スケジュール 掲示板
案件管理や請求管理など
各種業務システム

紐付いた案件情報

Garoonスケジュールとkintoneアプリの連携の流れ
Garoonの
予定変更画面

kintoneに登録された
案件を検索して紐づけ
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今後の展望

Garoonでkintoneの苦手を補い、得意を活かす

―今後やりたいGaroonや kintone の活用を教えてく
ださい。
従業員数が増えてきたのでGaroon のワークフローを

使い始めたいと考えています。当社からGaroonのワーク
フローとkintoneアプリを連携させるプラグインをリリース
しているので、それを自社利用したいです。kintoneは情
報を貯めて終わりではなく、そこからプロセスを回せるの
が強みです。たとえば Garoonのワークフローで注文書
の承認を取り、そのデータをkintoneに転記して管理した
り、連携サービスkMailerを使ってkintone からメール
送付したりできます。

―kintoneでワークフローを運用する場合もありますが、
なぜGaroonで考えているのでしょうか？
kintoneでワークフローを運用しようとすると、プロセ

ス管理を使うケースが多いです。しかしkintoneのプロセ
ス管理はあくまでプロセス管理。日本独自のワークフロー

文化にあわせた複雑な承認フローを再現しようとすると、
設定の難易度が上がります。また、運用を始めてから経路
をメンテナンスするのが難しい場合もあります。
Garoonのワークフローはワークフロー機能として特化

しているので、ワークフローはGaroonを使い、承認さ
れたものをkintoneアプリに貯める運用にしたいと考えて
います。
―kintone 専業 SIer だからこそ kintone の強みや弱
みをふまえた運用をご検討されているのですね。最後に、
Garoonや kintoneへの思いをぜひお聞かせください。
グループウェアとしての基本的なところは完成形に近い

と思うので、今後はkintone 連携がさらに充実すると嬉し
いです。自社の製品活用としてもお客様へのご提案として
も、kintoneにGaroonなどの他システムを組み合わせた
「餅は餅屋」の考え方で、kintone の苦手を補い、得意
を伸ばしていきたいです。

ジョイゾー様で使われているGaroonのポータル

https://garoon.cybozu.co.jp/mtcontents/cases/joyzo/詳しくはこちら

User 01
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導入前の課題

Notesのサポート終了  自分たちで業務改善できない環境

―ISSリアライズ様について簡単に教えてください。
ISSリアライズは、1920 年に創業した加工製品商社

です。8 万点を超す加工製品のデータベース、日本全国
2,400 社を超える仕入先など、豊富な情報や知識を ISS
グループとして保有しています。それらを活かし、製造業
の部品調達における困りごとの解決をしています。
お客様が抱える調達課題は、仕入先選定、安定供給、

納期、コストなど様々です。それぞれの事情に合わせた提
案や調整が当社の提供価値となっています。マッチングを
目的としたコンサルティングだけではなく、完成して納品に
到るまで、モノづくり全域にわたりきちんとサポートできる
ことが強みです。

―Notes から移行する前はどのような状況でしたか？
Notesは当社のシステム基盤として6年間利用してお

り、1,500以上のデータベースが存在しました。用途は社
内ポータルや掲示板、会議室予約、メールサーバーなどで
した。とはいえ、一般社員は主にメーラーとして利用して
おり、グループウェアだと考えていた人は少なかったです。

―当時の課題を教えてください。
利用しているNotes のサポート終了発表があり、セキュ

リティ面の不安から別ツールを検討し始めました。
情報技術グループには、営業出身者や、情報技術を専

門に学んだわけではない人も多く所属しています。運用保
守に専門知識が必要なNotesを使いこなせていませんで
した。情報技術グループとして推進していきたい業務改善
が自分たちでできるツールが必要だったのです。

導入の決め手

最も操作性・検索性が高く ビジネスの変化にも対応できるサービス

―検討で重視した点を教えてください。
自分たちの手で業務改善できる、習熟しやすいツールで

あることは重視して検討しました。総合的に見て操作性や
情報の検索性が最も高いのがGaroonでした。Garoon
は最初にマニュアルを読み込む必要がなく、直感的に使え
ます。ヘルプページが充実しているので、困っても調べた
らすぐに答えがわかりました。情報の検索性についても、
Garoonには全文検索機能があるので調べたい資料をす
ぐに見つけられます。ユーザーとしても、若手からベテラ
ンまで、ほとんどの社員が身近に使えるツールになると確
信しました。「情報共有のスピード」の観点でも、他製品
より優位性があると判断しました。

―決め手は何だったでしょうか？
Garoonは変化し続けるツールであることが決め手でし

た。今、世の中で使われているサービスのトレンドは、つ
ながること、連携だと思います。業務改善を進める上でも、
他システム間との連携や併用を想定した環境が必要でし
た。Garoonは世の中のトレンドに合わせてサービスや機
能が更新されています。当社のビジネスの変化にも対応で
きるツールだと思いました。また、内製化ツールの核とし
て、2018 年から既にサイボウズの kintone の活用を模
索していました。同じサイボウズのGaroonなら連携・併
用しやすいことも評価したポイントでした。

User 02

株式会社ISSリアライズ 様

Garoon+kintone
+チャットツールdirectを併用
システムを繋ぐポータルを構築



kintone & Garoon User Case ̶ 9

業種

利用サービス

利用規模

株式会社 ISSリアライズは、「情報と知識で、製造業を
支援する」というコーポレートスローガンを掲げ、加工
製品商社という新しい領域を開拓してきた企業です。 
https://www.issgrp.co.jp/

商社
クラウド版 Garoon、kintone
380ユーザー

―選定時に印象に残ったことはありますか？
サービスや機能の更新が続いていくSaaSを利用する上

で、サービスを提供する企業の考え方や製品思想も重要
だと考えています。サイボウズは外資系メーカーと比べて、

コラボレーションや働く楽しさを重視している企業だと感じ
ました。製品画面や資料、社長の青野さんの発言などを
見ても、当社と考え方がマッチしていると感じ、安心して
導入できました。

導入の効果

Garoonでポータルを更新 kintoneで内製化

―Notes からの移行はどのように行いましたか？
情報技術グループで 1,500 以上のデータベースの移

行を検討しました。ログ調査やヒアリングで必要性を確認
し、約 9割を不要と判断して削除しました。残りの1割を
Garoonや kintoneに移行中です。Notes のデータベー
スを残すつもりはなく、2022 年中にサーバー自体を撤去
する予定です。
元々Notes のデータベースで運用していた会議室の予
約や掲示板は、Garoonの機能で代替しました。システム
マニュアル、規定、会議資料、電話番号表などのデータ
ベースはkintoneに移行しました。移行直後は問い合わ
せが殺到しないか心配でしたが、何事もなく安心しました。

―Garoonの導入効果はいかがですか？
ポータルを中心に様々な社内システムをつなげられまし

た。Notesや SFA のスケジューラー、会議室予約DBに
またがっていた情報が集約され、利便性が高まりました。
他にも、紙の申請をほぼGaroonのワークフローに移行
できました。掲示板を使った部署やグループ会社からの情
報発信も増えています。全体として、情報共有のスピード
が変わった実感があります。

―Garoon 以外のサービスも併用されていますね。
Garoonのポータルには「楽々精算」、「OBIC7」、「カ

オナビ」のアイコンを配置しており、様々な社内システム

など

など

約9割を
削除

NotesDB

会議室の予約 掲示板

システムマニュアル 規定等

電話番号表会議資料

Notes のデータベースをGaroonとkintoneに移行した

https://www.issgrp.co.jp/?utm_source=WP&utm_medium=doc&utm_campaign=grkincases
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の入り口の役割を果たしています。
ログインの手間削減やセキュリティ強化のため、シング

ルサインオンで連携させたサービスも随時増やしていく予
定です。管理者側としては、1つのサービスで賄う方がシ
ンプルで良いという考え方もあるかもしれません。
しかし、ユーザーからすると、画面遷移するのであれば

同じサービスでも違うサービスでも変わりません。例えば
経費精算やタレントマネジメントは、それぞれ特化したサー
ビスを利用した方がユーザーにとっては使い勝手が良いと
考えています。

―Garoonに加えてkintoneをどのように利用してい
ますか？
kintoneは総務部が管轄するデータベースの作成や、

ヘルプデスクの管理で使用しています。これまでデータベー
スや業務システムの構築、更新は情報技術グループの仕
事でした。しかしkintoneが浸透するにつれ、財務グルー
プ、管理グループ、人事グループのメンバーも自分たちで
業務アプリを作れるようになってきました。
例えば、頻繁な改訂が必要なコロナウイルスに関する

ガイドラインは、人事メンバーの手ですぐに更新可能で
す。2021 年末に社名を変更した際は、社名変更に関す
るQ&Aを今までに無い速さで構築できました。Q&Aは
kintone 連携サービスの「kViewer」を用いてGaroon
のポータルに表示しており、Garoonにログインすれば閲
覧できます。
情報技術グループへの問い合わせフォームはkintone

の連携サービスである「フォームブリッジ」で作成していま

kViewer の画面をGaroonのポータルに埋め込んでいる

セキュリティ サポート切れで不安 クラウドで常に最新状態

クラウドで高パフォーマンスパフォーマンス データ容量圧迫とレスポンス低下

運用管理 専門知識が必要で習熟しにくい

複数のスケジューラーや会議室予約DBに
情報が分断

運用管理しやすく他システムと連携可能

スケジュール スケジュールを集約しSFAとも連携

申請 紙の申請が中心 ほぼペーパーレス化へ

業務改善 業務改善が実現できない kintoneによる内製化と業務改善

Before After
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す。問い合わせ内容が kintoneアプリに集約されるので、
対応の効率化につながっています。
Garoon 活用促進のために作成したポータルにも、問

い合わせフォームへのリンクを設置しています。kintone

による業務改善の自走がどんどん進み「こんなに社内の
内製化ニーズは大きかったのか」と驚きました。利用範囲
の拡大に伴って、kintoneのアプリの命名ルールや閲覧権
限のルールをガイドラインとして公開しています。

今後の展望

システム運用担当者から戦略部門へ

―今後のGaroonに関する展望を教えてください。
Garoonには、情報共有のスピードやコミュニケーショ

ンにかつてない変化をもたらし、ビジネスプラットフォーム
の中心的な存在になる可能性を感じています。ユーザー
には、「毎日ポータルを開きたくなる」「仕事のスタートは
Garoonを開くことから」と思って欲しいです。そのため
に、まずは私たち自身が Garoonの一番のファンとなり、
良さを模索し伝え続けていくつもりです。IT 部門だけでな
く、社員みんなを巻き込みながら仕組みを育てていきたい
と考えています。

―どのような活動に取り組む予定でしょうか？
Garoonのインフラ化に繋がる重要施策として、Notes

のメーラーから、Garoonと親和性の高い「CYBERMAIL 
Σ」に移行予定です。CYBERMAIL ΣはGaroonのポー
タル上でメールボックスを確認できます。これによって全社
的にGaroonを見る頻度も向上するはずです。

―今後期待していることはありますか？
Garoonの今後の機能アップデートについてもすごく期

待しています。新機能が出ると、社内でもちょっと話題に
なりますし、これをどう使うか、どう広めていこうかという
話になります。Garoonや kintoneを通じて、情報技術
グループは単なるシステム運用担当者ではなく、企画側、
戦略部門に変わっていけると思っています。

フォームブリッジで作成したお問い合わせフォーム

ポータルテンプレートを利用してグラフィカルなポータルも簡単に構築できる

https://garoon.cybozu.co.jp/mtcontents/cases/iss-realize/詳しくはこちら

User 02
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導入前の課題

「全社ポータル」と「kintoneとスケジュールの連携」の早期リリース

―山下 PMC様について簡単に教えてください。
山下 PMCは建設をコアとするマネジメント企業です。メ

ガプロジェクトを中心にさまざまな施設を手がけ、プロジェ
クトの上流から参画することで、お客様の事業戦略につな
がる施設戦略の提案・実行できる点が我々の強みです。
一級建築士の有資格者などを中心とする建築の専門家約
240名が在籍していますが、プロジェクトの上流工程から
施設づくりに関わりたいという社員が多いですね。

―約 240名の社員が在籍され、それぞれが異なるプロ
ジェクトに関わるとすると、扱う情報も多種多様かと思い
ます。社内の情報共有にはグループウェアを利用されてい
たと伺いましたが、Garoonに移行する前はどのような課
題があったのでしょうか？
まず社内ポータルに課題がありました。山下 PMCでは

勤怠管理、経費精算、原価管理、名刺管理などさまざま
なシステムを使っています。しかしそれらのシステムの入り
口がバラバラで使いづらく、不満の声が上がっていました。
ここ数年は社員が急激に増えており、次々と新しい社員が
入社しています。彼らのためにも社内のシステムや情報を
整理するポータルが必要でした。

Garoon 導入前に利用していたグループウェアでは簡単
なリンク集しか作れず私たちが作りたいポータルとはほど
遠いものでした。もっと見やすく「ここを見れば社内の情報
がどこにあるかわかる」という場所を作りたかったのです。

―Garoon 導入前にkintoneをすでにご利用いただい
ていました。kintoneについて課題はありましたか？
kintoneではすでに多くのアプリを運用していました。

その中で工数管理に利用している「業務日報アプリ」をグ
ループウェアのスケジュールと連携したいと思っていました。
「業務日報アプリ」には社員がどのプロジェクトに何時間
使ったかを毎月入力するのですが、スケジュールと連携す
ればもっと効率よく入力できると考えたのです。

―導入検討から運用開始までのスケジュールがタイト
だったと伺いました。
全社ポータルの作成と「業務日報アプリ」のスケジュー

ル連携の話が持ち上がったのが 2020 年 8月、本格的に
着手したのが 10月だったのですが、2021 年の4月には
本格稼働を開始する必要がありました。約半年という短期
間でリリースを完了させることも課題の1つでした。

導入の決め手

kintoneとの親和性を優先しサイボウズのGaroonを選択

―どのように製品選定を行いましたか？
約半年で運用開始する必要があったため、すでに利用し

ていた kintoneとの親和性が決め手になりました。サイボ
ウズ製品を前提に検討する中で、Garoonならポータルや
スケジュールなど必要な機能がそろっていますし、API が
用意されているのでカスタマイズやkintoneとのデータ連

携もやりやすいと考えました。
また、kintoneのユーザー情報がそのまま使えシームレ
スにアクセスでき、画面デザインなどの使い勝手が似てい
ることも重要でした。使い慣れたkintoneと操作感が似
ているツールなら社員も抵抗なく利用開始できます。山下
PMCは社員の年齢層が幅広いため直感的で使いやすいこ

User 03

株式会社山下PMC 様

スケジュールとkintoneを連携し
工数管理を効率化、
全社ポータルも活用
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業種

利用サービス

利用規模

株式会社山下 PMCは、建築におけるプロジェクト・
マネジメント、コンストラクション・マネジメントのリー
ディングカンパニーです。
https://www.ypmc.co.jp/

サービス
クラウド版 Garoon、kintone
230ユーザー

とが求められていました。
さらに、kintoneのカスタマイズや運用を委託している

有限会社リズムタイプ様がGaroonのカスタマイズに対応
できることもポイントでした。新しく開発パートナーを探す
必要がなく、プロジェクトが立ち上がってからすぐに詳細
要件の検討に入れました。このような背景から「全社ポー
タル」と「kintone 連携」を早期にリリースするためには
Garoonが最適だと思いました。

―他の製品も検討されましたか？

Microsoft 365を利用しているのでSharePointでポー
タルを作成し、Outlookとkintoneを連携させる方法も
あったかもしれません。しかし早期にリリースできる点や、
使いやすさの点で kintoneとの親和性が高いGaroonを
使う方が良いと考えました。
また当初は、ポータル構築やスケジュール管理もすべて

kintoneで実装することも考えました。しかし細かい要件
を検討する中で kintone だけでは機能がマッチしないと
わかり、Garoonを利用した方が良いという結論になりま
した。

導入の効果

「ここを見ればわかる」全社ポータルが完成、kintone連携により工数管理の負担が半減

―導入前の課題だった全社ポータルの構築はできました
か？
社内システムや資料へのリンクをまとめたポータルを作

成しました。HTMLを利用して社外向けの企業サイトとデ
ザインを合わせ、社員が見やすいように工夫しました。
これまではバラバラになっていた社内システムの入り口
を1ヶ所に集約し「ここを見に行けば社内システムへアク

セスできる」場所を作ることができました。新しく入社した
社員も必要な情報がどこにあるかすぐに把握できるように
なりました。

―もう1つの課題だったkintone 連携についてはいか
がですか？
工数管理に利用している「業務日報アプリ」とスケジュー

Garoon導入後Garoon導入前

Garoonのポータルに集約

スケジュール管理 経費精算

勤怠管理

名刺管理

原価管理

社内ツールや情報がバラバラ

社内ポータルについてのGaroon 導入後の効果

https://www.ypmc.co.jp/?utm_source=WP&utm_medium=doc&utm_campaign=grkincases
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ルを連携するカスタマイズを実装しました。これによって社
員が工数入力する手間を大幅に削減できました。
山下 PMCではどのプロジェクトに何時間使ったかの工

数をkintoneの「業務日報アプリ」に入力して工数管理
しています。以前は「業務日報アプリ」と旧グループウェ
アのスケジュールを目視で照らし合わせながら、いつど
のプロジェクトの作業を何時間行ったのか、ひとつひとつ
kintoneに入力していたため非常に手間がかかっていまし
た。多くの社員は月末にまとめてその作業を行うため、関
わるプロジェクトが多い場合は1-2 時間かかってしまう人
もいました。
今回Garoonとkintoneをカスタマイズして「業務日

報アプリ」からワンクリックでその月のスケジュールデータ
を取り込めるようになりました。またGaroonで予定を登
録する時にkintoneで管理しているプロジェクトコードと
予定を紐付ける機能も入れました。
これにより現在は「業務日報アプリ」で「Garoonスケ

ジュールの取り込み」ボタンを押すだけで工数入力できま
す。スケジュールにプロジェクトコードが紐付けられている

ので、どれがどのプロジェクトかを確認する手間も省けま
す。工数入力にかかる時間は大幅に短縮され、体感として
は作業負担が半分くらいになりました。特に複数のプロジェ
クトに関わる人は楽になったと思います。

―現在 Garoon や kintone、Microsoft 365 などさ
まざまなシステムをお使いかと思います。使い分けの方針
はありますか？
まず大まかに、総務や経理などのコーポレート関連の情

報共有はサイボウズ製品で、お客様とのプロジェクトに関
わる資料作成やコミュニケーションはMicrosoft 製品で行
うようにしています。
サイボウズ製品の中では、分析や集計などデータ活用

が必要な業務はkintoneで、それ以外はGaroonでとい
う方針がありますが、担当者が使いやすい方を柔軟に選
べるようにしています。社内ではGaroonか kintoneか
を意識せず使っている人も多いですね。Garoonに関する
問い合わせが来たと思ったら実はkintone の問い合わせ
だった、なんてこともよくあります。

社内システムや資料のリンクを集約した全社ポータル。社外向けの企業サイトと同じデザインにしている
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今後の展望

外部システムとのさらなる連携と業務のシステム化の推進

―今後実装したいカスタマイズや連携機能はあります
か？
まず Garoon のスケジュールと勤怠管理システムを連
携したいと思っています。それができれば、勤怠管理、ス
ケジュール、工数管理が一元的に管理でき、さらに効率化
を図ることができると思っています。また山下 PMCで提
供している施設管理サービス「b-platform」との連携や、
Microsoft 365とのユーザー情報の共通化も強化してい
きたいです。
―外部システムとの連携強化でさらに使いやすくなりそ
うですね！ 社内の情報共有に関してはいかがでしょうか？
Garoonのポータルを活用して部署間の情報共有をさら

に進めていきたいです。今回全社ポータルを作成したこと
で、部署同士の取り組みが以前よりも見えやすくなり、他
部署の取り組みを見た管理部門から「kintoneで名刺発
注依頼アプリを作れませんか？」「契約書管理アプリを作
りたいです」といった問い合わせが増えてきました。ポー
タルでの情報発信が kintoneを活用するきっかけとなり、
各部署の業務効率化につながっています。
旧グループウェアから比べるとライセンス費用は上がりま

したが、増加した費用以上の効果を感じています。今後は、
たとえば各部署のアウトプットや検討中の企画をポータル
に集めて共有するなど、お互いの仕事が見える化をさらに
推進していきたいです。

「業務日報アプリ」からワンクリックでその月のスケジュールデータを取り込めるようになった

https://garoon.cybozu.co.jp/mtcontents/cases/ypmc/詳しくはこちら

Garoon導入後Garoon導入前

スケジュール

スケジュールを見ながら
工数とプロジェクトコードを
手動で入力するので手間がかかる

プロジェクト
管理アプリ

業務日報
アプリ連携なし

データ連携

スケジュール
プロジェクト
管理アプリ

業務日報
アプリ

データ連携

スケジュール登録時に
プロジェクトコードを紐付け

ワンクリックで
工数登録が終了！

工数入力に
手間がかかる

1クリックで
スケジュールを
取り込み、

工数入力が完了

ワンクリックで
スケジュール情報を取り込み
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kintone と Garoon の連携機能やプラグイ
ンを詳しくご紹介。セミナーを配信中です。 
お申込み後すぐ動画を視聴いただけます。

https://topics.cybozu.co.jp/seminar/2022/09/post-27629.html

詳しい機能や価格、導入方法やお客様の事
例記事など詳しい情報は製品サイトでご案内
しています。

メールでのお問合せやオンラインでのご相談
を承ります。お気軽にお問い合わせください。

Garoonの詳しい情報は製品サイトで

お気軽にお問い合わせください！

kintone × Garoon 連携　オンデマンドセミナー配信中

詳しくはこちらから https://garoon.cybozu.co.jp/consult/

https://garoon.cybozu.co.jp/?utm_source=WP&utm_medium=doc&utm_campaign=grkincases
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https://garoon.cybozu.co.jp/consult/?utm_source=WP&utm_medium=doc&utm_campaign=grkincases
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